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1　緒　　　言

　これは，第12回自動車用途コンポジットシンポジウムの原稿フォーマットを示したものです．本フォーマットに従いA4サイズ，技術紹介・一般講演： 4ページ以内，ポスター発表： 2ページ以内に日本語で作成して下さい．なお，マイクロソフトワードで原稿を作成される場合は，このフォーマットをそのまま原稿にお使いになれば，マージンなどの設定は不要です．以下では，フォーマットの詳細を示します．
2　原稿の執筆上の注意

2.1　原稿用紙　原稿はA4サイズ（297mm×210mm）　技術紹介・一般講演： 4ページ以内，ポスター発表：2ページ以内で作成して下さい．ページ数を超える場合は委員長（田中和人：ktanaka@mail.doshisha.ac.jp）まで別途ご相談下さい．
2.2　マージン　原稿用紙に，左右20mm，上部25mm，下部22mmのマージンを確保し,この枠内に原稿を作成して下さい．また，本文は2段組とし，コラム幅80mm，コラム間隔を10mmとして下さい．
2.3　題名，著者名　次の事項を本例に従って記載して下さい．(1)和文題名(15ﾎﾟｲﾝﾄ(pt))，(2)和文著者名(11 pt)，(3)英文題名(13 pt)，(4)英文著者名（11 pt），題名は中央揃えとしますが，題名の頭には講演番号を事務局でつけますので，左欄の端より30mm以上空けて下さい．また，著者名は，勤務先，氏名の順に，左欄の端より40mm以上空けて記載して下さい．連名の場合は講演者(登壇者)に○印をつけて下さい．
2.3　本文　本文は9 ptで執筆下さい．1コラムの文字数は全角で25文字程度，行間隔は14 pt程度として下さい．したがって，1コラムあたり51行，１ページあたり約2500字です．参考文献は1), 2), 3)のように番号をつけて本文の最後にまとめて下さい．参考文献の書き方は，日本材料学会誌｢材料｣の原稿執筆上の規約に準じます．
2.4　図表　図表を本文で引用する場合は，図(写真を含む)については，Fig.1，Fig.2のように，また表はTable1，Table2のように引用して下さい．なお，図表中の説明（できる限り7 pt以上），キャプションは原則として英語とします．図・表どうし，あるいは図・表と本文は1行以上間隔をあけるようにして下さい．
3　pdfファイルの作成

執筆した原稿はpdfファイルに変換して下さい．pdfファイルへの変換ソフトは各自でご用意下さい．変換に当たっては次の点にご注意下さい．

(1) pdfファイルにはフォントの埋め込みを行って下さい．これを行わないと，字体が変化する場合があります．

(2) 変換したpdfファイルのサイズは1ページ当たり1MB程度となるように，不必要に大きな容量の画像などを貼らないように，解像度なども調整して下さい．
整理の都合上，pdfファイル名は，”CAA12-受付番号-登壇者名.pdf”として下さい．例えば，受付番号が001で，吉田太郎さんが登壇者である原稿のファイル名は，”CAA12-001-Yoshida.pdf”としてください．

4　原稿の送付

作成したpdfファイルは，必ず締切日までにE-mailに添付して下記宛にお送りください．締切日に遅れて到着した原稿は，タイトルと著者名だけが講講演論文集に掲載されますのでご注意ください．その他、お問い合わせ先は下記の通りです．
同志社大学・先端複合材料研究センター CAA12係
E-mail: rdccm@mail.doshisha.ac.jp

原稿締め切り日: 2020年10月26日(月) 厳守
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